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じ変動（増 減 増）を示していた．また， ，






， ， （減 増）と ， ， （増
減）とでは音圧レベルの増減が逆の変動をしていた．








この方角でも ， （減 増）の増減の動き
が同じであった．一方， ， ， （増 増）
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図 伐採前後の立木の配置
表 伐採前後の森林環境の変化
























た．特に， ， ， において顕著といえる．
この 音を つのグループとして分類し考えてみると，
変動幅は で減少しその後は増加傾向にあった．


































， ， の変動が同じ（減 増）であっ






ここでは ， の変動が同じ（減 増）であっ


















































































































































．お わ り に
これまでの結果と考察を踏まえてまとめると以下のこ
とがいえる．周波数特性，残響特性の両者でいえるのは



































ものではあるが 音 という つの情報源をもとに森林
を評価していくことは可能であり今後開発できるテーマ
だと考えられた．
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